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穂高白金地区 地区土地利用計画 

■土地利用条例第 13 条第 1項関係 

必 

須 

事 

項 

(１)地区の
土地の範
囲 

穂高 2357-1、2358、2360-1、2362-1、2364-1、2390-7、2415、2417、2419-1、2420-2、
2420-6、2421-1、2422-1、2422-2、2424、2426-1、2426-2、2427-1、2427-2、2430、
2432、2433-1、2434、2442、2442-2、2444-1、2444-2、2445-1、2446-1、2446-2、
2446-3、2446-4、2446-5、2447、2447-2、2448、2448-2、2449、2450-1、2450-2、
2450-3、2451、2453-3、2457-1、2459-1、2460-1、2792-1、2792-2、2793、2794-1、
2797-1、2802、2803 
上記のほか、道路、水路の一部を含む（面積 概ね 52,000 ㎡） 

(２)地区の
土地利用
の方針・目
指すべき
方向 

・本地区は、穂高交流学習センターの東側約 200ｍ、国道 147 号沿いに位置し、土地
利用基本計画では「拠点市街区域」及び「田園環境区域」、景観計画では「まちな
かエリア」及び「田園エリア」、安曇野市都市計画マスタープランでは「都市機能
の集積・拡張を図り、将来的に市街地を形成するゾーン」として定められている。 

・本地区には条例施行以前から商業施設が立地しており、地域住民に広く利用され
ている。 

・本地区に商業系用途の指定を行い、周辺農地への無秩序な開発の拡散を抑制する。 
・近隣住民を対象とした防災拠点の機能を併せ持つ施設の整備を行うことにより、
住民の住環境の向上と都市機能の集積増進を図るものとする。 

(３)地区の

適正かつ

合理的な

土地利用

を図るた

めの開発

事業の基

準 

区
分 

名称 商業・業務地区 商業地区 

面積 約 1.0ha 約 4.2ha 

建築物等の 
用途制限 

次に掲げる建築物は建
築してはならない。 
 
１ 準住居地域に建築し
てはならない建築物 

２ 住宅、共同住宅、寄宿
舎又は下宿 

次に掲げる建築物以外の建築物は建築
してはならない。また、下記２から７まで
の床面積は 300 ㎡以内のものに限る。 
 
１ 物品販売業を営む店舗（専ら性的好奇
心をそそる写真その他の物品の販売を
行うものを除く。）で、床面積が 10,000
㎡以内のもの 

２ 飲食店 
３ 理髪店、美容院、クリーニング取次店、
質屋、貸衣装屋、貸本屋その他これらに
類するサービス業を営む店舗 

４ 洋服店、畳屋、建具屋、自転車店、家
庭電気器具店その他これらに類するサ
ービス業を営む店舗で作業場の床面積
の合計が 50 ㎡以内のもの（原動機を使
用する場合にあっては、その出力の合計
が 0.75ｋｗ以下のものに限る。） 

５ 自家販売のために食品製造業を営む
パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋その他こ
れらに類するもので作業場の床面積の
合計が 50 ㎡以内のもの（原動機を使用
する場合にあっては、その出力の合計が
0.75ｋｗ以下のものに限る。） 

６ 学習塾、華道教室、囲碁教室その他こ
れらに類する施設 

７ 銀行の支店、損害保険代理店、宅地建
物取引業を営む店舗その他これらに類
するサービス業を営む店舗 
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建 蔽 率 60％以下 60％以下 

容 積 率 200％以下 100％以下 

建築物等 
の高さの 
最高限度 

- 

建築物等の高さは 10ｍ以下とする。 
但し、鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、

木柱その他これらに類するもので、高さが
15ｍ以下のものは除く。 

壁面後退  - 

建築物の外壁（出窓・戸袋を除く。以下
同じ。）又はこれに代わる柱の面から隣地
境界線又は道路境界線までの距離は 2.0
ｍ以上とする。 
 但し、以下のいずれかに該当するものを
除く。 
 
１ 外壁又はこれに代わる柱の中心線の
長さの合計が 3.0ｍ以下の建築物又は
建築物の部分 

２ 床面積の合計が 10㎡以内の建築物 

建築物等の 
意匠の制限 

（１）色彩・照明 
安曇野市景観計画 

まちなかエリアの基準
による。 

（２）形態・意匠・材料 
安曇野市景観計画 

まちなかエリアの基準
による。 

（３）屋外広告物 
  安曇野市屋外広告物
条例に定める基準によ
る。 

（１）色彩・照明 
安曇野市景観計画 田園エリアの基

準による。 
（２）形態・意匠・材料 

安曇野市景観計画 田園エリアの基
準による。 

（３）屋外広告物 
安曇野市屋外広告物条例に定める基

準による。 

 

■土地利用条例第 13 条第 2項関係 

必
要
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
事
項 

(１)地区の利用に

供される道路、

公園その他公共

施設の整備に関

する計画 

１ 地区に接する市道穂高 2105 号線は、Ｗ＝9.0ｍ以上とする。 
２ 地区内及び地区に接する市道穂高 2496 号線は、Ｗ＝10.0ｍ以上とす
る。 

３ 緑地は法定面積以上として、管理は事業者によるものとする。また、
地区の隣地又は道路に接する箇所は極力緑化に努める。 

４ 上水道は安曇野市上水道に接続し、汚水は公共下水道に接続するもの
とする。 

５ 防犯灯、消火施設、カーブミラー等の公共施設設置については、別途
長野県、安曇野市、地元区と整備計画を定める。 

(２)その他市長が

地区の適正かつ

合理的な土地利

用を図るために

必要と認める事

項 

当地区の環境、安全の維持・保全のため、次の事項について留意するも
のとする。 
 
１ 出店企業誘致に際し、災害時に市民を対象とした物資提供の場、緊急
避難場所としての指定を行うものとする。 
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地区土地利用計画区域 

商業・業務地区 

約 1.0ha 

国道 147 号 

市道穂高 2105 号線 

市道穂高２級３号線 

地区土地利用計画区域 

商業地区 

約 4.2ha 

市道穂高 2496 号線 

穂高白金地区 地区土地利用計画 区域図 

 
 


